
土岐市病院事業改革プラン推進委員会の役割等について 

１．「地域医療構想を踏まえた病院の役割の明確化」 

２．「経営の効率化」 

３．「再編ネットワーク化」 

４．「経営形態の見直し」 

 ○ 具体的な方向性は、平成２９年度中に市が出す。 

 ○ 平成３２年度までに経営形態を移行 
 ○ 経営形態の選択肢の決定、平成２９年度に市が実施 

 ○ 現在の経営形態（地方公営企業法一部適用）での 
   改革手法を整理している。 

土岐市病院事業新公立病院改革プラン 

改革の４つの視点 

 ○ 現在の経営形態（地方公営企業法一部適用）での 
   改革手法を整理している。 

経営形態等が変わった場合、 
プランの見直しが必要となる。 

プランの進捗等について 
毎年点検評価が必要である。 

方向性を出す必要がある。 

選択肢を決める必要がある。 

※ 他医療機関や自治体との連携の話が 
  含まれており、市単独での決定は不可能。 

役 割 ２ 
 プランの見直しに係る審議   

役 割 ３ 

 プランの進捗等の点検評価   

役 割 １ 
 「再編ネットワーク化」「経営形態の見直し」 

 方向性手法等の審議  

未完 

未完 
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